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（平成２０年度第１回）

● と き：平成２０年４月２５日（金） 午後１時００分～午後５時００分頃

● ところ：穂別町民センター 会議室

● 内 容：穂別地区内の景観について（地域巡回及び意見交換）

今回は、これまで協議検討をしてきた穂別地区の【自然・景観】について、実際に現地確認を行いながらこ

れからの行動につなげていくための意見交換を行いました。自然景観についても人工的な景観についても、所

有・管理者の理解や財政的な負担問題を考えると大きな問題があり、簡単には進められない面もありますが、

まずできることから始めていこうということになりました。

そして何よりも重要なことは、住民皆さんの意識の問題であり、住み良いまちづくりを行っていくためのポ

イントがそこにあります。行政や地域協議会がいくらシステム作りを行っても皆さんと協同できなければ何も

生まれないということです。住民の視点からの住み良いまちづくりに向けた提言をお願いします。

<主な意見交換内容>

① 地区内の状況を見て、廃屋や廃材の放置が目立った。また、せっかく良い景観があっても周りの環境が整

備されていないためマイナスとなっている箇所もあった。見やすい・利用しやすい環境の整備が必要。

② 廃屋は危険な面もあり、何らかの対応検討できないか。また、廃車や雑草の放置もあり、所有･管理者の協

力を働きかけ、あるいは責任を問うべき。

③ 廃車は鉄が高騰している今が処分するチャンスではないか。そういった情報の提供も有効ではないか。

④ ただきれいにするだけでは足りない。色の統一等景観としては何かの意味づけが必要。

⑤ 何にも利用できなくて葦原や雑草地となっている。未利用地や利用予定がない土地なのだから花を植える

等こちらが政策的にやるのであれば何とかなるのではないか。

⑥ 桜やつつじ並木の造成を行ってはどうか。しかし、管理の問題がある。

⑦ モニュメントや各種看板にしてもあるだけで有効に機能していないものもある。木のまちらしい木を多用

した特色ある看板や施設など工夫すべき。

⑧ 考えているだけではなく、まずはやってみること。一つずつ具体化してみましょう。

穂別地域協議会では、穂別らしさを残しながらこれまでのまちづくりを継承し、あるいは新しい枠組みを模

索するため、住民の視点での地域に根付いた活性化策を求め、現在14名の委員が毎月1回検討を重ねておりま

す。｢これは良いこと、是非すべきこと｣とわかっても実際に実行すること、形にすること、ましてや地域の皆

さんに動いてもらうこととなるとなかなか大変なことです。行政主導に頼らず地域のことは地域で悩み、問題

☆第２１回穂別地域協議会を開催します！ 解決を図っていく姿勢で頑張って行くことが大事です。皆さんの

日時：平成20年5月30日(金)午後6時～ ご理解とご支援をお願いします。

内容：H20特色ある地域づくり事業の審

査、H19特色ある地域づくり事業結 ご提言は、むかわ町穂別総合支所地域振興課

果報告、地域巡回結果についての全 地域づくり担当まで

体意見交換、鵡川地域協議会との合 Tel ： 0145-45-2111 内線3118

同会議の開催について Fax ：0145-45-3048
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第２０回穂別地域協議会が開催されました






